第38回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成16年9月7日（火）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ
３．委員の出欠

 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　８名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)　７名
出席委員氏名　 eq \o\ad(清水義一,　　　　　)
　　　　　　　千野慎一郎

　　　　　　　荻生　昌平

　　　　　　　木村　　守

　　　　　　　井上　純代

　　　　　　　　　　横山　　勝

　　　　　　　　　　富山　治子

　　　

　　　欠席委員氏名　村松　晶子

　　　 eq \o\ad(放送事業者,　　　　　　)　佐藤　恭平　伊藤　迪彦　 eq \o\ad(藤原維仁,　　　　　)　

４．議　　題

　　　平成16年8月30日（木）　20：30～21：00放送

　　　「養成講座～話し方教室」

　　毎月最終月曜日の20時20時30分まで放送している番組。パーソナリティーの

　　緒方麻里を講師に、公募した受講生が実践的なパーソナリティー、ディレクター

　　の研修を受け、その模様を放送する。6ヵ月完結で現在は第3期を放送中。

　　

　　上記の番組を聴取していただき、合評及び放送全体についてのご意見をうかがう。

５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（佐藤）　　　　本日はお忙しいなか、お集まりいただきましてありがとうございま

　　　　　　　　す。第38回番組審議会を開催致します。

　　　　　　　　それでは本日聞いていただく番組について藤原からご説明致します。

（藤原）　　　　本日皆様にご審議いただきますのは、「養成講座～話し方教室」とい

　　　　　　　　う番組です。毎月最終月曜日の午後8時から8時30分まで放送し

　　　　　　　　ています。パーソナリティーの緒方麻里を講師に、公募した受講生

　　　　　　　　がパーソナリティー、ディレクターの実践的な講座を受ける模様を

　　　　　　　　番組にしているものです。6ヵ月のコースで、昨年4月からスター

　　　　　　　　トして現在は第3期です。それではお聞き下さい。

（　番　組　聴　取　）

（清水委員）　　本日は千野さんからお願いしたいと思います。

（千野委員）　　受講生の方ですから、しゃべり方ですとかそのような問題は置いて

　　　　　　　　おいて、みなさんがんばられていたと思いますが。共通のテーマが

　　　　　　　　夏の思い出ということで、京都や三島の話題がでてきましたが、で

　　　　　　　　きれば地元ですので沼津に関わる話題や沼津との関わりがでてくる

　　　　　　　　とよかったと思います。音楽と選曲とテーマとが一致していればよ

　　　　　　　　かったですね。4人の時間の割り振りが少しちがったのでしょうか。

　　　　　　　　みなさん真面目に取り組まれていたので感心しました。

（荻生委員）　　4人がページをめくるように頭出しの音楽が決まっていて、それに

　　　　　　　　よってページがめくられていくということがよく分かりました。

　　　　　　　　音楽とトークのバランスもよかったですね。まだ青い部分はあるけ

　　　　　　　　れども、学生が日記を書いているようなフレッシュな感じがしまし

　　　　　　　　た。内容については、それぞれ自分の持っている情報をビジュアル

　　　　　　　　に伝えようとしているのがよく分かりました。ただ情報をもっとた

　　　　　　　　くさん持っていて、そのうちの3分の1か4分の1くらいを選択し

　　　　　　　　て話すともう少し聞きやすくなると思います。どうしても一本調子

　　　　　　　　になるのは仕方ないですね。でも全体に好感が持てるフレッシュさ

　　　　　　　　がありました。音楽とトークのあいだに分かりやすい配慮もあって

　　　　　　　　よかったと思います。

（横山委員）　　内容が内容ですから、やってらっしゃる方の技術をとやかく言う

　　　　　　　　ことはないのです。、父親のような気持ちで間違えないようにやっ

　　　　　　　　てくれるといいなと思いながら聞いていましたが、実際に番組とし

　　　　　　　　て一般のリスナーにきいてもらうにはちょっとつらいところがある

　　　　　　　　かなという気がします。初めて聞くリスナーのための配慮をすると

　　　　　　　　よりよくなると思います。内容がわかればそのつもりで聞くことも

　　　　　　　　できますが、ひとつの番組としてはちょっとつらいと思います。

（井上委員）　　話し方についてはまだ発達段階の方達なので仕方ないですが、

　　　　　　　　それぞれの方が自分の思うことを上手にまとめてあると思います。

　　　　　　　　確かに青い部分が好意的に見られるとは思いますが、番組を視聴者

　　　　　　　　として聞いた時にはどうかなという気がします。緒方麻里さんが講

　　　　　　　　師として出演しているものを過去に放送しているのですか。

（伊藤）　　　　はい。

（佐藤）　　　　普段は緒方が出演しています。

（井上委員）　　私も話しと音楽のバランスはとてもいいと思いました。

（富山委員）　　養成講座という試みが画期的だと思いました。番組表を見た時に

　　　　　　　　興味をひきますね。今回はまとめのようですが、できれば通常の講

　　　　　　　　座の内容を聞いてみたかったです。まとめということでそれぞれの

　　　　　　　　方が時間を持ってお話しをしたということだったのですが、聞いて

　　　　　　　　いるとあまりおもしろみがなかったというか、番組でおしゃべりを

　　　　　　　　するというのはまだ難しいのではないでしょうか。いままでの講座

　　　　　　　　で今までやってきたことを放送するという方法の方がよかったと思

　　　　　　　　いました。原稿を読んでいるだけ、話し方がかたいという印象しか

　　　　　　　　聞こえてこなかったので、一般のリスナーが聞くとどうでしょうか。

　　　　　　　　せっかくのこの番組を今後も続けていただきたいと思いますので、

　　　　　　　　進め方に工夫をするともっと発展するのではないでしょうか。

（木村委員）　　4名の受講生の方がいましたが、1人目の方は写真のおはなしをして

　　　　　　　　いたのでテーマである夏の思い出とは少しずれている気がしました。

　　　　　　　　もう少し具体的に、例えばどこで写真を撮たというようなことを話

　　　　　　　　すとよかったのではないでしょうか。二人目の方は実際に京都へ行

　　　　　　　　たおはなしでとかったのですが、私はあまり京都に詳しくないので、

　　　　　　　　風景が浮かびませんでした。地元沼津近辺の話題のほうが聞いて

　　　　　　　　いる近隣の方もわかりやすいのではないでしょうか。3人目の方は

　　　　　　　　三島市のイベントの紹介をしていましたが、やはり沼津のイベント

　　　　　　　　の紹介のほうがよかったです。最後の方のおはなしは、わかるので

　　　　　　　　すが、少し抽象的でした。もう少し具体的にどこで、どのようにと

　　　　　　　　いうディテールに触れて欲しかったです。

（清水委員）　　講座生は講座終了後はどうなるのですか。

（藤原）　　　　半年の講座終了後に適正を判断して、条件があえば番組に携わる機

　　　　　　　　会を設けることにしています。

（清水委員）　　今後も続けていく予定ですか。

（藤原）　　　　10月から新しいメンバーでまた新たにスタートする予定です。

（井上委員）　　応募はたくさんあったのですか。

（藤原）　　　　応募さいただいた方のなかから毎週の講座に参加できる方、近隣の

　　　　　　　　方を選考しました。

（清水委員）　　年齢の幅はどのでしたか。

（藤原）　　　　募集の段階で35歳くらいまでと設定させていただきました。

（清水委員）　　学生から社会人まで応募者が多いのではないかと思っていたのです

　　　　　　　　が、どんな層の方たちが応募されるのか聞いてみたかったのです。

（富山委員）　　この番組のはじまった経緯をおしえてください。

（藤原）　　　　常々スタッフの確保、やりくりの頭を痛めていまして、もしいい人

　　　　　　　　材がいれば弊社で使いたいというのと、局のピーアールも兼ねてみ

　　　　　　　　なさんに普段はできない体験をしていただきたいということで講座

　　　　　　　　を開催することにしました。それで、せっかくだからということで、

　　　　　　　　お聞き苦しいところには目をつぶっていただいて、発表の場を兼ね

　　　　　　　　て番組が始まりました。

（清水委員）　　

（佐藤）　　　　貴重なご意見ありがとうございます。本日はどうもありがとうござ

　　　　　　　　いました。

６．審議会での意見についてとった措置について

　　ホームページに公表される番組審議委員会の審議内容に対し一般の方からの

　　書き込みが出来る様に改善する方向で検討中。

７．審議会の内容の公表

　　　弊社ホームページにて公表する。

　　　次回の番組審議会は平成16年11月9日（火）ＰＭ６：００より行う。

